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業績予想の修正及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

当社は、平成 26 年９月 26 日に公表しました平成 27 年２月期(通期)の業績予想を下記の通り修正しました

のでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 業績予想の修正について 

(1) 平成 27 年２月期通期連結業績予想数値の修正（平成 26 年２月 21 日～平成 27 年２月 20 日） 

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
一株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

２２，７３０ 

百万円

１４５

百万円

１７０

百万円 

△１４５ 

円 銭

△３．６５

今回修正予想（Ｂ） ２１，７６０ △３６５ △３４０ △７７０ △１９．４０

増減額（Ｂ－Ａ） △９７０ △５１０ △５１０ △６２５ 

増減率（％） △４．３ － － － 

(ご参考)前期実績 

(平成 26 年 2月期) 
２２，８３２ △３８７ △３４５ △８１０ △２０．４１

 

(2) 平成 27 年２月期通期個別業績予想数値の修正（平成 26 年２月 21 日～平成 27 年２月 20 日） 

 営業収益 経常利益 当期純利益 
一株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

１７，４４０ 

百万円

３８

百万円

△１８９

円 銭 

△４．７６ 

今回修正予想（Ｂ） １６，４７０ △４７０ △８１５ △２０．５３ 

増減額（Ｂ－Ａ） △９７０ △５０８ △６２６  

増減率（％） △５．６ － －  

(ご参考)前期実績 

(平成 26 年 2月期) 
１７，５６７ △４６０ △８７２ △２１．９９ 

 

 

２． 修正の理由 

(連結業績予想) 

平成 27 年２月期第３四半期連結累計期間の売上高が、きもの事業は前年同期比 96.3％、ホームファ

ッション事業は前年同期比 86.2％と下廻り、合計で前年同期比 94.8％となる見込みであります。両事業

ともに、消費税増税後に客数が減少したことが影響しました。 

利益面におきましては、従来以上に経費を削減すべく取り組んだ結果、販売費及び一般管理費は前年

同期比３億 93 百万円の減少となる見通しですが、売上高の落ち込みをカバーするには至っておりません。 

以上の状況を鑑み、業績予想を下方修正することといたしました。 

なお、４期連続の営業損失となる可能性が高いため、平成 27 年２月期第３四半期連結累計期間におい



て、特別損失として共用資産の減損損失１億 31 百万円の計上を予定しております。 

 

(個別業績予想) 

連結業績予想と同様の理由で、第３四半期(累計)の営業収益、経常利益は、前年同期の業績を下廻る

見込みであり、その傾向から通期の業績も前回予想を下廻る見通しであります。 

 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表時点において入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業

績は、今後の様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


